
荒艮束子大軍現代GP甘郡戸爪通椅壬泊献其嫡

平成19年度｢現代的教育ニーズ取組支援プログラム｣(現代6P)に

｢古都奈良における生活観光一地域資源を活用した全学的教育プログラムー｣

が選定されました!

■現代 GPとは･･･

文部科学省では､各大学 ･短期大学 ･高等専門学校等が実施する教育改革の取

組の中から､優れた取組を選び､教育改革に取組むことを促進し､大学教育改革

Goo riをすすめています｡この ｢優れた取組｣を ｢ dPactce｣と呼んでいます｡こ

れは､近年､国際機関の報告書などで ｢優れた取組｣という意味で幅広 く使われ

ており､諸外国の大学教育改革でも注目されている言葉です｡この言葉を略してン-ヒー
｢GP｣と呼んでいます｡

文部科学省では､これらのサポー トのためのプログラムとして ｢特色ある大学

教育支援プログラム｣(特色GP)と｢現代的教育ニーズ取組支援プログラム｣(現代 

GP)を実施 しています｡

本学は､古都奈良における生活観光一地域資源を活用した全学的教育プログラム

を計画 し､平成 19年度現代 GP ｢地域活性化-の貢献 (地元型)｣のテーマに申

請し､このたび選定されました｡

このプログラムは､本学が立地する古都奈良をフィール ドに､奈良市および地

域の人びとや諸団体と一緒に生活観光という考え方を通 して､地域資源を発掘 ･

再評価 ･発信するプロセスを実践的に学ぶ取組です｡

本学全学部である文学部 ･理学部 ･生活環境学部が個別に行ってきた奈良に関

する教育 ･研究を､社会連携センターのもとに体系化 ･総合化 してプログラムを

推進していきます｡

内容については､地域資源を発掘 ･再評価することを学ぶ 3つのテーマと､そ

こで得られた情報を発信 し､新 しい観光のあり方を考えていく1つのテーマから

構成されています｡また､4つのテーマに共通する取組として､昨年より行われ

ている ｢はじまりは正倉院展｣に主体的に参加 し､成果を来訪者に発信 し評価を

受けます｡計画立案から評価 ･次年度にむけた教育改善にいたる 1年間の教育ス

ケジュールを組んでいくこともこのプログラムの特徴です｡こうした取組から地

域活性化に貢献できる人材を養成 していきます｡ 
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●教育課程 :本学における位置つけ

本学の教育は､教養教育､専門教育から成 り立っています｡両者はお互いに関連 しつつ､最終的には卒業

研究へと向かっていきます｡また､本学では毎年多数の学生が卒業研究に取 り組みますが､奈良を対象とし

たテーマが多いという特徴があ ります｡そこでこのプログラムを､広 く浅 く学ぶ教養科 目と､深 く専門的に

学ぶ卒業研究の間を埋める中間的な教育プログラムとして位置づけます (下図)｡奈良に興味のある学生が

教養教育を受けた後､学生の関心に従って奈良について実践的に学び続け､より専門的な卒業研究-スムー

ズに進めるようにします｡

このプログラムは以下 4つのテーマで構成されています｡ 

(1) ｢古都奈良の地域資源を現代的視点から学ぶ｣ 

(2) ｢奈良の自然と景観を再評価する｣ 

(3) ｢生活環境を再評価する｣ 

(4) ｢生活観光の設計と情報の発信｣ 
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社会連携センター 生活観光現代GP推進委員会 継続的プログラムへ

●平成 17年度採択現代 GP

｢地域の変革を促す女性人材育成プログラム｣との関連

今回のプログラムは､地域と連携した教育改革を進め

る点､大学周辺の地域活性化に貢献しようとする点で､ 

H17年度生活環境学部で採択された現代GPの主旨と共

通します｡実際に､H17年度現代GPで連携をしている

地域の関係諸団体のいくつかも共通しています｡しかし､ 

H17年度現代GPが､生活環境学部単独の教育プログラ

ムである点､地域における女性の能力を高めようとする

点が､このプログラムと異なる点です｡

もちろん､H17年度現代GPの取組で掲げる6つのテ

ーマのうち､｢歴史的な生活 ･町家から学ぶ｣､｢住宅地

の居住環境整備｣､｢安全 ･安心のまちづくり｣は､この

プログラムのテーマのひとつ ｢生活環境を再評価する｣

と重なりあうもので､相互に補完しあいながら､プログ

ラムを推進していきます｡

｢はじまりは正吉院展｣との関わり

平成 18年度から奈良市中心 8商店街や禁良市､まちづ

くり団体など計 12団体が実行委員会を組織し､正吉院展

期間中のイベントとして､スタンプラリー ｢はじまりは

正吉院展｣が実施されています｡本学もこれまで H17年

度現代 GPとなら学プロジェクトを中心に実行委員芸に

参加し､記念館､奈良町セミナーハウスを一般公開しス

タンプを設置するほか､記念館での連続公開講座なども

実施してきました｡さらに､享年は ｢まちかど正倉院｣

にも参加し､記念館では正倉院展期間中 ｢正倉院模造宝

物展｣を開催します｡

来年の正倉院展では､本プログラムに関連する各授業

での成果や発掘した地域資源を地域や観光客の皆様に発

表できるよう､準備を進めていきたいと考えています｡
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